
平 成18年度 財政状況  
一国民年金（基礎年金）－  

1．収支状況  
（1）基礎年金勘定の収支状況  
（2）基礎年金の制度別 給付状況及び負担状況  
（3）国民年金勘定の収支状況  

2．給付状況  
（1）受給権音数、年金総額、老齢年金受給権者平均年金月療および平均加入期間  
（2）老齢年金受給権看の年齢構成  

3．被保険者状況（第1号被保険者、第3号被保険者別）  
（1）被保険者赦、被保険者平均年齢  9
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（2）被保険者の分布（第1号被保険者）  
（3）被保険者の分布（第3号被保険者）  

4．積立金の運用状況について  

5．財政再計算における将来見通しとの比較  
（1）国民年金勘定の収支状況の比較  

（2）基礎年金の被保険者数及び受給者数の比較  
（3）財政指標の比較  

国民年金（基礎年金） 平成18年度財政状況等の概要   

1，収支状況  
（1）基礎年金勘定の収支状況  

前年度との比較  
可そ 成11 叶 隆  平 成15 隼 度  て平 成1f）年 度  平 成17 年 度  平 成IH 隼 度  

（伸び率％）   
億【り   億円   憶H   鰭H   億円   億H  

収入総衡  Ⅰ59，6（i5   167，160   175，575   】84，302   191，3さ‖   7．079  （ 3．8％）  
収  
拠日金等収入   147，97h   153，652   16（），163   168，685   177，0捌）   R，394  （ 5．0％）  
基礎年令拠出金   レ13，∠1t）   148，897   1土〉5，‘127   163，800   17ニZ，094   8，293  （ 5．1％）  
特別国暗色押≠当額   4，7F）7   l，755   4，7：沌   4，RR5   4，射妬   101  （ 2．1％）  

人  175   7り   83   R3   115   32   （ 3軋2％）  
そノ）他   11，514   1こi，729   15，3：∠リ   15，5：うこi   14，187   ∧ 1，347  （△ 8．7％）   

貴之ll総額   】45，9リ3   152，174   160．08（i   170，】60   177，05t）   6，R99  （ 4．1％）  
支  
基礎年金給付費（本来分）   102，4朋   110，7：う5   118，118   126，：iH6   1こi4，90～）   8，523  （ 6．7％）  
熟膵隼金種1瀦帖憎  43，・19リ   11，438   41，967   43，773   42，ト19   △】，624  （△ 3．7％）  

（邑礎年金交付金  
山                                           そん「J他  0   （ 17．6％）   

収  支  機  13，67二三   】5，285   15，489   14，142   14，322   180  （ 1．3％）   

叶 席 末 楕 中 食  7，2J16   7．2′16   7，2′16   7．246   7，246   0  （ 0．0％）   

ト人   十人   十人   十人   十人   十人  
■二     ？     ＝－  5と⇒，1′12   57，965   57，816   59，606   57，48（）   △ 2．126  （△ 3．6％）   

lli  門  H  
拠出金単価（月紅＝  2l，ノ】50  22，239  22，924  22，リバ6  24，626  1，640  （ 7．1％）   

円   円   円   円   円  
保険料和ごj勧（月蝕）  】4∴う00   14，ポ26   15，240   14，リ（）5   15，別）2   897  （  h．0％）   

r注1）l基礎隼金勘定の積J／金」Jま、鵠礎叶金制度か華ノ、された昭和6川度より、国民年金溜（昭和31年法律第14用）に農ノiく阻膝隼金管の轟両財源として、  
間尺年金勘定の増拉金什一部む、こび）拗ン王ノ）積立金とした攣．（ハである．  

（ri二2）、1′成17年度は第二i巧・披保険者の特例届出の措置か讃（√JJlたため、拠出金等定対象者扱が1，472千人増加している。  
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（2）基礎年金の制度別 給付状況及び負担状況   

給付状況（平成18年度確定値注）  

基礎年金給付費  
（本来分）  給付費（旧法分）  国家公務員  私立学校  合   計  

（基礎年金交付金）  国民年金   厚生句三金  教職員  
共済組合   

億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   
134，883   39，653   17．197   17，395   1，543   3，350   168   174，536   

負担状況（平成18年度確定値注）  

基礎年金拠出金   国家公務員  私立字校  特別国庫負担   合   計  
国民年金   厚生年金  教職員  

共済組合   

億円   億P】   億円   億円   億lリ   億円   億円   億円   
169，862   32，477   119．991   4，300   11，571   1，524   4，674   174，536   

（l号）   （2号）   （2号）   （2号）   （2号）  

千人   千人   千人   千人   千人  千人  
（拠出金算定   10，990   31．260  1，044  3，004  416  

対象者数）  57，480  
（3号）   （3号）   （3号）   （3号）   

千人  千人   千人   千人  
9，344  411  912  100   

（注）上記確定供に対して、l真の収支状況の内訳における金毒削ま、平成18年度に係る概算値と平成16年度に係る精算額を合計したもの等であり、異なるものとなる。   

24，626円  基礎年金拠出金単価   

（参考）基礎年金の被保険者数、受給権者数の状況  

老齢基礎年金受給権音数   
障害基礎年金受給権音数   
遺族基礎年金受給権音数   

被保険者数合計   
第1号被保険者数（任意加入含む）   

第2号被保険者数   
第3号被保険者数  

25，198千人（平成19年3月末現在、みなし老齢基礎年金受給権者を含む、推計値）  
1，761千人（ 同  上 、みなし障害基礎年金受給権者を含む、推計値）   
282千人（ 同  上 、みなし遺族基礎年金受給権者を含む、推計値）  

69，762千人（平成19年3月末現在）  
21，230千人（ 同  上 ）  
37，743千人（ 同  上 ）  
10，789下人（ 同  上 ）  

－ 2 －  

（3）国民年金勘定の収支状況  

平成14年度  平成15年度  平l戎16年度  平成17年度  平成18年度   前年度との比較  
（伸び率％）   

臆円   億円   億円   騰円   億円   億円  

収 入 総 額  58，224   57，677   55，709   6l，175   59，165   △2，O10  （△3．3％）  

【時価ペース］   【55，956］   ［60，636］   【57，319］   t66，268］   ［60，079］  △6，189  （△9．3％）  

保 険 料   18，958   19，627   19，354   19，480   19，038   △442  （△2．3％）  
収  
国 庫 負 担   14，565   14，9（i3   15，219   17，020   17，97l   951  （5．6％）  

運 用 収 入   1，897   1，523   1，044   758   607   △150  （△19．8％）  

【時価ベース］   【△371］  【4，482］  【2，654］  【5，851］   〔1，522］  △4．330  （△74．0％）  

入  
法人納付金  600   1，358   758  （126，3％）  

基礎年金交付金  22，771  21，534  20，07（）  18，763   17，108   △1．655  （△8．8≠）  

積立金より受入  4，539   2．828   △1．711 （△37．7％）  

そ の 他  32  30  16  15   254   239  （川00．7％）   

支 出 総 額   58，709   58．177   57，416   62，245   60，35f享   △1．887  （△3，（雄）  

支                      給 付 費   23，819   22，293   20，888   19，527   18，14g   △1，378  （△7．1‡）   

出  基礎年金拠出金   3こl，693   34，853   35，437   38，976   4l，002   2，027   （5．2％）  

そ の 他   1，196   1，031   1，091   3，743   l，207   △2，536  （△67．8％）   

収  支  残  △485   △500   △1，707   △1，071   △1，194   △123  （11，5％）   

［時価ベース］  ［△2，753」   L2，459」   し△96」   L4，023」   【△279J  △4，3（）2  （△106．9≠）  

業袴勘定より  
国民年金勘定欄立金への繰入  103   3   87   13l   1（〉9   37  （28．3％）   

年度末積立金  99，，08   98，612   96，991   91，514   △3，853  （△4．2％）   

【時緬ベース】  【94，698ユ   ［97，lf〉0］   ［97，151］   【96．766］   △2，939  （△3．0％）   

積立金連用制回り  
【時価ベース］  △0．39％   4．78％   2．77％   6．郎弼   3．07％   △3．81％  （ － ）   

C上記の【］内は、年金積立金管理運用独立行政法人における市場運用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時価べ－  
スで評価したものであり、現金ベーースの収支を示す国民年金の特別会計の決嘗とは異なる。ただし、平成17年度以降の運用収入  
は、年金柑立命管理運用独立行政法人納付金相当額（平成17年度ほ年金資金運用基金納付金）を控除したものである。（時価べ  
ー【スで評価した収支残に業務勘定より国民年金勘定積立金への繰入を加え積立金より受入を控除したt）のは、年金積立金の：当年度  
の時価の増減額に一札）  

特記事項  なお、時価ベースの評価には、l口年金福祉事業団から承継Lた資産（承継資産）に係る損益を含めており、承継資産に係る損益の  
渾生年金・国民年金への按分は、呼生年金・国民年金の積立金の元本平均残高の比率により行っている． 
○平成18年度のその他収入には、旧年金縁金運用基金の解散に伴い、年金住宅融資国収金等が年金特別会計に承継されたことに上  
る収入（239億円）が含まれている。  
0平成18年度の収支状況は、、F成18年度決算（平成19年8月公表）及び卜和文l針乳酪曙生年金保険及び国民年別こおける年  
食頂社食運用報告書」（平成19年8月）に基づき作成している亡   
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国民年金の収支状況の概略図（平成18年度）  

亭輔車  
保険料収入 19．0胡膚円  

受給者  
（旧法国民年金）  

注＝遵用収入及び年度末積立金の時址は、年金確立金管理運用機立行政法人における市場連用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時価ヘースで評価した‡）の   
であり、現金へ」一スの収支を示す国民年金の特別会計の決算とは鞍なるt   
時価ベースの評附こは、l日中今福祉事業団から承継した資産（殖継腎産）に係る絹益を含めており、承継資産に係る損益の厚生年金・凶民年金への按分は、厚生年金・  
国民年金の積立金♂）元本平均残高げ）lt率により行っている．   

なお、運用収入は年食積立金哲理運用独立法人納イ・†令を含む†，山である。  

4 －  

2・給付状況（新法厳礎年金とl机出身蛇年金とを合計したもので、被用者年金のみなし農礎年金に係る受給権者及び年金総額等は含まれていない。）   
（l）受給権者数、年金総額、老齢年金受給権者、I乙均年金月額および、ト均加入期間  

すミ成15年3J】末   平成16年3Jl圭  平成17年づ月末   ・F成18年3ノ】．k   平成19年3月よ   前年度とグ）比較（伸び率 ％  ヨ  

千人   f・人  千人  †リ＼  

萱  計   21，G53  
下人  

22，544   23，43l  24  ．393   25．430  
18，05：】  

l，027  
給  18．985   

（4  ．2≠）   
19．915  21）．929  22．0（J7  1，079  

権   l、9■’  l，625  コ52  l．474  1，．】96  △－8  

給  543  1．580   I.iilY 1，655  1ガ蝦  ：i7  
遺族年金  ：16∩   353   二！45  3二！5  325  △】1  （△  

億円  億円   億円  
計  

惟円  億円  
権  Ⅰ：19．433  

億円  
15こi  Ⅰ6l．0（〉l）  7，49！）  

金    老l拾年金  119，U（－2  lニ‡3   140，4り9  7．射碓  

首   総  3  3，522  3   ．21t）  3，054  ∴1ト∵  

額   ‖  1／1コこ！6   ‖  ．7柏  t5．045  257  
8：！   2、hlこj  2  2．4Hニ1  2∠lり】  △Rリ  （△  

r人   r人   r■人  丁・人  一人  人  

（注）そl青年金とり 老齢基礎叶金 旧扶老齢年令（通年老齢咋食以外）ノー∴！Pみ，ろ 

）  
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平成15年3月末  平成16年3月末  平成17年：i月末  平成18年：う月末  平成19年：1月末  前年度との比較（伸び率％，）   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
減  人   計  5，89二～   5．892   5，871   5．799   5．726   △7こi  （△1．3ヽ）  

老齢年金   5．150   5，183   5，194   5．158   5，120   △37  （∠＼0．7ヽ）  

き丘． 二買．  742   710   676   641   605   △36    （△5．5％）  

牛   億円   億円   億円   億円   億円   億円  
支   計  21，65】   24．6f－l  24．669   24．5f）8   24．488  △80  （△0．3㌔）  

給  75  22  23．332  23．297  ワ  △IO （△0．0≠）  

給  1≡  通算老齢年金   l．476   1、403  1．337  1．27l   】，20l  △70  （△5．5≠）  

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
権  計  105   124   143   162   18g   27    （16．41）  

老齢年金  105   124   143   162   189   27 （16．4ヽ）   

額  （－）  

者  億「   億円   億円   億円   億Pj   億円  
支   計  969   1．143   l．323   l．515   l．76l   246    （16．21）  

総  g69   I．143   l，323   l，515   l．7fり   246 （16＿2㌔）   

給   頼   （－）   

円   円   円   円   円   円  
52，233   5二三，26l   52，514   52．963   53．202   239  （0．5％）  

男                                       減額支給されたものを除いた   円   円   円   円   円   円   
女  58，112   57，842   57．83（；   57，975   57，843   △132  （△0，2％）  

減額支給されたものの平均   円   円   円   円   円   円   
計   年金月額   ニi7．5（）3   37，3g9   ：i7．433   37，640   37，898   258  （0．7ヽ）  

老齢年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  
300   307   314   322   329   7  （2．2％）   

老齢年金平均年金月額  円   円   円   円   円   円  
58，430   58．189   58，200   58，4：Z9   58，490   61  （0．川）  

男  H   円   円   円   円   円  
平均年金月額   6：∠．594   62．168   62，046   62．070   6l．821   △249  （∠ゝ0．41）  

減額支給されたものの平均   【り   円   円   円   円   H  

性  38．627   38．152   37，768   37，685   38，132   447  （l，2≠）  

老齢年金平均加入期間  月  月  月  月  月  月  
337  345  353  36l  369  8  （2．2ヽ）   

老齢年金平均年金円額  円  円  円  円  円  円  
47，別a  47．988  48．365  48，929  49，252  323  （0．7％）  

女  M   円   円   円   円   M  

平均年金月額   53．959   53，837   53，945   54．204   54．187   △】7  （△8．（職）  

減顔支給されたl，のの平均   H   円   円   円   円   円  
任  37．12】   37．量42   37，317   37，624   37．817   】93  （0．5％）  

老齢年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  
273   28（I   286   2t〉3   29g   6  （2．01）   

（江） 老齢年金とは、老齢基礎年金、旧法老l旨年金（通算老齢年金以外）のことである。  

ー 6 一  

平成14年度  平成15年度  平成16年度  平成17年度  平成lβ年度  前年度との比較（伸び率 ％）   

老齢年金平均年金月額  円   円   円   円   円   円  

（新規戴冠；）  53，82l   52．615   53，092   54．103   52，947   △1，156  （△2．1≠）  

男                                        減額支給されたものを除いた   円   円  円  円  円   円   

女   平均年金月額   5R．504   57，69g  57．474  57．1g8  55，740   △l．458   （△2．5㌔）  

減額支給されたtJのの平均  円  円  円  H  円  H   

計   年金月額  39，91（）  40．30（）  40，314  40．872  40．420  △452    （△1．川）  

老齢年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  

（新規裁定）  354   361   3（〉8   37∠l   377   3  （0．8ヽ）   

老齢年金平均年金月額  lリ   円   円  11   円  

（新規裁定）  57，66・l   56．090   55，932  57．038  55．464   △l，574  （△2．8ヽ）  

男  lり  円  H  円  11  円  

平均年金月額  63，298  62．040  61，274  60．753  59．004  △l，749  （△2．91）  

減額支給されたものの平均  円  円  円  円  円  円  

作  42．751  43．260  42，634  43．425  42．535  △8g（】 （△2．01J  

老齢年金平均加入期間  月   月   月   月   月   月  

（新規裁定）  407   413   4川   423   425   2  （0．51）   

者齢年金平均摩金月額  円  H  円  H  円  円  

（新規裁定）  52，49f）  51．424  52．100  53，093  52，065  △1，028   （△1．9ヽ）  

女  円  円  円  H  円  門  

平均年金月額  56，91日  5（），288  56，221  5f㍉02－l  54．657  △1，367 （△2．41）  

減額支給されたものの平均  円  円  円  円  円  円  

性  3月，81l  39．177  39．363  39．83l  39，4宵7  △314 （△0．91）  

老齢年金平均加入期間  月   月   月  月  月  月  

（新規裁定）  4  335   344  351  ：ミ5（1  36（）  （1．川）   

（注） 老齢年金とは、老齢其礎年金、一日法老齢年金（通算老齢年金以外）のことである「  

－ 7 －  
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（2）老齢年金受給権者の年齢構成  

（平成19年3II来）  

割＋合  割 合  割 合   

歳以仁  歳未満   千人   ％   千人   ％   千人   ％   

60   ′、   6 5   270   2．9   393   3．l   663   3．0   

6 5   ′、・－  7 0   ：i，254   ：i4，6   3，585   28．5   6，840   3l．1   

7 0   ～  7 5   2，925   31．1   3，418   27．l   6，3ノ13   2軋8   

7 5   ′－   80   2，0：う1   21．6   2，6二∠1   20．8   4，652   21．1   

8 0   √、－  8 5   593   6、3   1，233   9．8   1，826   8．3   

8 5   ′、   9（）   202   2．1   7：12   5．8   り3■1   4．2   

9 0   ′、し   135   l．4   614   4．9   749   3，4   

合  計   ！），410   100．0   12，597   100▼0   2：Z，0（〕7   100．0   

、I工 均 年 齢   72，6 歳  74．4 歳  73．7 歳   

統計調査の方法   全  数  統  計   

（注） 老齢年金とは、老齢基礎年金、」口法老齢年金（通算老齢年金以外）のことである 

一 8 －  

3．被保険者状況（第1号被付＝険者、第二う号被保険音別）   

（1）被保険有数、被保険者平均年齢  

平成15年3月末  平成16年3月末  平成17年：うJJ末  平成18年3月末  平成19年3月末   所年度との比i殴  
（伸び率％）   

r人   丁人   千人   丁人   丁人   丁▲人  

第   計  22Ji68   22，400   22，170   21，903   21，230   △673  （△3．1％）  

被                                     アブ  男性   11，15（i   11，217   11，133   11，010   10，696   △314  （△2．9％）   
保  
険  

女性   】1，212   11，183   11，036   10，893   10，535   △359  （△3」う％）  

者  千人   千人   千人   千人   千人   千人   

第   田              数  11，23（）   11，094   10，99こi   10，922   
3  

10，789   △133  （△1．2％）  

号  男惟   70   80   88   96   99   3  （3．1％）  

女作   11，1（）6   11，014   10，905   10，827   10，690   △136  （△1．3％）   

歳  歳  歳  歳  鼓  歳  

被  第   計  39．7  39．6  39．7  ▲10．0  40．0  
ロ  

仇1  （0．2％）   

険  号  男性   38．7   38．5   38．7   39．0   39，l   0．1  （0．4％）   

者  女性   40．7   40，7   40．7   41，0   41．0   △0．0  （△0．0％）  
、ト  

歳  歳  歳  歳  歳  歳  
均 年                    第   計  

3  

42．6  42．7  42．R  43．l  43．2  0．1  （0．2％）   

齢  号  男性   47．4   47，0   4日．5   4月．0   48．3   0．3  （0．6％）  

女性   42．6   42．6   42．8   43．0   43．1   0．1  （0．2％）   

特 言己 事 項  第1号被保険者数には任意加入被保険者数を含む。   

統計調査の方法    被保険者平均年齢は抽出統計（抽出率1′′100）   

ー9一  
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（2） 被保険者の分布 （第1号被保険者）  

○ 男女合計  

（平成19年3月末現詭、単位：丁▲人）  

加 入 期 間  ［（牛超）  ～ （年以F）］  

」  
～5  5～】0  
】  割合   

歳以L  歳未満  ％  
20～ 25  4，235  

25～30   4，235 499  l，771  H   2，270  

30   ′－  35   336   667∃ 1，222  2，225  10．5   

35   ′、  40   244   405  598  928：  2，176  10．2   

40   ′－   45   177   222  305  1，815   8．5   

45   ～   50   152ち 159   188  1，769   8．3   

50   へノ   55   172弓  171   162  2，320  10．9   

55   ～   60   339   2叫 222  1，1 4，149  19．5   

60   ノ、   65   6   7  8  15 38  9  259   l．2   

0   0   0   65   ～  1弓  3  3  4  13   0．1   

合 計   6，161  3，672  2，706  2，153  2，123  1，6431，517  1，204   53  2l，230  

】  割合（％）   29・0！ 17・3   12．7  10．1   10．0   7．7  7．l   5．7   0．2  

平 均 年 齢   40．0 歳   

・被保険者期間は、第1弓・被保険者期間と第3号被保険者期間の合計である。  

特 記 事 項  ・過去に不連続な第1号・第3号被」呆険者期間を有する者については、当該期間が表中の加入期間にカウントされていない  

場合があるため、統計上、加入期間が実際よりも短い集計表となっている。   

統計調査の方法   抽出統計（抽出率1／100）   

－10 －  

○ 男性  

（平成19年3月末現在、単位：千人）  

加 入 期 間  ［（牛超）  ～ （牛以下）］  

35～40 40′－   20～25  25′、3030～35  10～15 と15～20         l  

歳以上  歳末満  

20   ′、  25   

25   ～   30   

30   ′、  35   

35  ／、  40   

40   ～   45   

45   〈－   50   

50  ～   55   

55  ～  60   

60   ～  65   

65   ～  

993弓  

309 612 
214 266  
143 148  

‡三  5  

1  2  0  O  1  2  

579  20  771  664   626  

割合（％）  72  62  58  13．4    9．8  

39．1歳  平 均 年 齢   

ー11  
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C）女性  

（平成19年3月末現在、単位．千人）  

ー12－  

（：i） 被保険者の分布 （第：i号被保険者）   

0 男女含計  

（平成19年3月末現在、単位：丁人）  

加 入 期 HH  ［（隼超）  ～ （隼以下）］  

～こ， 5へ」（，1（卜】55～2。2。～25  25′、30  ：う0～35  35一し■10   ノ10～  合 計   
割 合   

歳未満  歳以仁   ％  

20 ～  25   】7l   】7】  1．6   

25   ′、－  二川   3：弓7  ：ミ96  734   6．8   

ニー0   ～  こi5   ニうH7  7f；9  47l〕  l，63：う  】5．l   

二！5   へ  1（I   17日  Fi23 859 37l  l，931   17．9   

10   ～   15   63   142  14：1   714  314  l，674  15，5   

45   へ  50   31  45   113   371   796   165  1，521   14．1   

5U   へ一  55   17   ′15  59 】二i1  719 3～）0   165  1，555   14．4   

55   ′、  6（l   68  61   57 101   487  3吋  305  147   1，570  14，6   

60 ～ 6三i  

65 ′‾、－  

合 計   1，2吋 1，981 2，0071，6郎2，315  899   470  147   10，789  

l  害恰（％）   ll・9 l…1軋615■6  21・5  HJi  4．41．4  
平 均 年 齢   43．2 歳   

・被保険者期間は、第1弓一被保険者期間と第3片被保険者期間の合計であるt 

特 記 事 項   ・過去にイこ連続な第1号・第こう号被保険有期間を有する者については∴当該期間が表中の加入期間にカウントされていない  

場合があるため、統計卜、加入期l削が実際よりも短い集計表となっている。   

統計調香のん法   抽川統計（抽rlト皐毒1／100）   

13  
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○ 男性  

（平成19年3月末現在、単位：千人）  

加 入 期 間  ［（年超）  ～ （年以下）］  

～5  5～10  10～15  15～20  20～25  25～30   
割 合   

歳以上 歳未満  ％  

20～ 2.5 0  0．5  

25ノ・、一 30  4  4，5  

二iO／－ 35  9  軋8  

35′－ 40  10  

40～ 45  12  

45～ 50  12  

50′－ 55  13  

55～ 60  一  38  

60～ 65  

65ノー   

合 計   39   23   13   8   6   3   4   3  99  

l  
割合（％）   39．8  23．4  13．0   7．8   6．1…  3．1  4．1   2．7  

平 均 年 齢   48．3 歳   

ー14 －  

○ 女性  

（平成19年3月末現在、単位：千人）  

加 入 期 間  ［（牛超）  ～ （年以下）］  

貞 ～55～10jlO～15  
。 

割合   

歳以上  歳末満  ％  

20へ′25  171  171  1．6  

25へ′30  335   7：∠9  6．8   

30 ～  35  l，624  

35 ～  40   174  Ⅷ  1，921   

40   ～   45   57  313  1，663  15．6   

45   へ′   50   28  
2  1，509  14．1   

50   へ′   55   43  
テ‥∴    795 717  

r  l，542  14．4   

55   ′－   60   53  

484   
303   144  1，532  14．3   

60 ～  65  

65 ～  

合 計   1．244  【1，958il，9g41，680   2，309   896  466   144  10，690  

l  割合（％）   11、6  18，3弓 1臥7  15・7． 2l・6 8・4㌔  4．4 l．3 

平 均 年 齢   43．1歳   

一15 －  
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4．積立金の運用状況について  

○資産構成（時価ベース）  

区  金   勧  構成割合  

佑円  ％  

預 託 金  29，520  30．9   

市場運用分   46，439  48．6   

財投債   19，640  20．5   

承継資産の累積利差損   △1，770  

承継資産の損益  
を含まない場合   95，598  100．0  

年度末積立金 
承継鷲産の損益   

93，828  を含む場合  

承継資産の損益  
を含まない場合   2．94％  

運用利回り   
承継資産の損益   
を含む場合  

3．07％   

C申引民年金の市場運用は、年金梯た金管群雄用独立行政法人において厚生年金分、国艮年金分、旧年金福祉事業照か  
ら承継した資産（承継資産）を合わせて 一体として運用を行っている。これら全体の運用資産の平成18年度末の  
時価総額及び構成割合は次のとおり。  

（参考）左記のうfJ11i場運用分  

国内株式  19（〕，676億llI（16・65％）  国内株式 190，676億円（22．44％）  
外l月債券  90，694億円（ 7・921射   外国債券   90，6〔）4億円（1（ト 67％）  

特 記 事 項  外国株式  126，376億円（11・03％））   外国株式 126，376億円（14．87％）  
短期資産  10億円（ 0■（10％）  短期資産  10億円（ 0．00％）  国内愉券   737．522佑lり（64・40一路）  国内債券  44l．997億H（52．01％）                                                   合 計 l，145．278億H（100・00％）  合  計  H49，753偉ドl（100．00％）  

0碑、継資産に係る損益の慢牛年金・ll新宅年金への接分は、厚生年金・l当代年金の積立金の元本平均残高の比率により  
行っている 

0時価評価の方法は、市場運用分の国内債券、国内株∫じ、外国債券、外国株式に一」いては年度末の市場価格（連用「  
教科枠除後）、財投憤に一っいては簿価（償却原価法）である 

－16 －  

5．財政再計算における将来見通しとの比較   

（1）同比年金勘定の収支状況♂〕比較  

収   入  支   拙  年度末  
収支残  

保険料  運用収入  基一躍句二金交付金  その他  収入総額  給付費  基礎年金拠出金  その他  文机総額   積立金  

平成18年蝮   兆P】   兆円   兆‖   兆M   兆lリ   兆ll】   兆円   兆l】I   兆Pj   兆円   兆lり  

決算  l．9  0．1  1．7   2．2  5．9  1．8  4＿1  0．1  6．0  △0．1  

【時価ベーース］  ［0．21  ［6．0］  「△0．0］  ［9．1］  

実繊維計  

1．9  ［0．こり  1．ポ  ［4．0］  0．1  4．1  U．l  4∴う    ［△0∴i］   Lll．7］  

［時価ベース」  

兆rlJ   兆Il】   兆‖   兆円   兆円   兆円   兆Il】   兆lI】   兆II】   兆円   兆円  

将来見通し  
（平成16年  2．2   0．2  1．9   4．3   0．1   1＿4   0，l   4．5   △0．2   】0．6   

財政再計算）  

納付牽の飲下  基礎隼㊨拠出  l番定植lま3．7非．  
（見通Lr上り帆ト  金に係る拘ヰ負  
75．7％・6f仁二！㌔）  担分  

・納†イ準の低下  
・椎保険者数の  

（見通しより低ト  
757‘主→66．罰‖  

差打）仁な要因   
・敲保険者敬の  
頑少  

2】80万人  （見通LよI）減少  
→2t4n力／＼）   2t80わ人  

ー→2tlO万人）  

（〕実績推計の作成にあたっては、  
（D基礎年金交付金（1．7兆円）を収入支出の両面から】空除し、  
②年金積キ金管理連川独立わ政法人納付金（0．1兆円）をその他収入から控除し、運川収入に加え、  
③積立金より受入（（）．3兆円）及び年金資金運用基金貸席承継収入（0．02兆円）をその他収入から控除L、  

特記事項              ④独立行政法人ノ←の出資金のうち、将来の給付費等への充当をチ定Lている分（0．2兆円）を年度末積立金に加ズ、   （座負揮の繰べ（2 
9同延．ト兆円（きIモ準化の利子を含む））を年度末積立金に加えた。  
0【】内は、年金欄立金管理運用独立行政法人におけるl†i場運用分について、株式等の評価損益tJ運用収入に含める時価べ－－スで評価したものであり、税金べ－  
スの収支を示すl刃民年金の特別会計の決算とは異なるし 
なお、時価ベースの評帆こは、旧年金福祉事業団から承継した資産（承継資産）に係る損益を含めており、承継資産に係る損益の厚生年金・国民年金への按分  
は、厚生年金・国民年金の積立金の元本平均残高の比率により行っているt′   
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（2）墓硝拘三金の被保険者数及び受給者数（みなし甚礎年金受給者を含む）の比較  

被保険者数  

老齢年金  障青年金  遺族年金   
万人  万人  万人  万人  

実  2，636   2，4：i4  173  29  

績   2，724  2，520   176   28  

百万人  

将来見通し  24．8   1．5   0．l   

（平成16年財政再計算）  

26．4   

・庫害年金、遺族年金は、実鰍ま全額支給停止者を含んでいるが再計算値は全額支給停止者を含んでい  
差の主な要因       ない。  

老齢年金  障害年金  遺族年金   

新規加入者数               実 績  平成17年度末  万人  万人 49  万人 38  万人 8  万人 4   平成18年度末    47  36  8  4   将来見通し （平成16年財政再計算）             差の主な要因  

老齢年金  障害年金  遺族年金   

脱退者数               実 績  平成17年度末  万人  ‾万人  万人  万人  万人   平成18年度末             将来見通し （平成16年財政再計算）             差の主な要因  

・実績の受給者数は受給権音数（推計値）である。  

・新規裁定者敦は新法基礎年金の新規裁定受給権者計ぐある。  
・新規加入者数、脱退者数、失権着軌こ関する実績統計及び推計値並びに  
新規裁定者数の推計値はない。  

－18－  

（3）財政指標の比較   

○ 年金扶養比率  

決算結果（実績）  

年金扶養比率   ①  ②  

年度末被保険者数  年度末老齢基礎年金  
①  対前年度  受給権者数   対前年贋  

伸び率  （注1）   伸び率   
②  

千人   ％   千人   ％  
平成14年度   3．16 （3．17）  69，885   △0．4  22，117（22，020）   3．8 （3．8）   
15   3，05 （3．07）   69，740   △0．2  22，837 （22，741）   3．3 （3．3）   
16   2．96 （2．97）   69，746   0．0  23，550（23，455）   3．1 （3．1）   
17   2．87 （2．88）   69，878   0．2  24，340（24，243）   3．4 （3．4〉   
18   2．77 （2．78）   69，762   △0．2  25，198（25，055）   3．5 （3．3）  

注1：老齢基礎年金受給権音数は、老齢基礎年金に相当する給付の支給を受ける者を含む。  

注2：年度末老齢基礎年金受給権者数の（）内には、年度末老齢基礎年金受給者数として年度末老齢基礎年金受給権音数から老齢基礎年金  

及び旧法国民年金の全額支給停1上者数を搾除Lたものを記載している（老齢基礎年金に相当する給付とみなされる給付の受給者を含む）。  

年金扶養比率の（）内は、L記の年度末老齢基礎年金受給者数を用いて算出したものである。  

平成16年財政再計算結果  

年金扶養比率   ①  ②  
年度末被保険者数  年度末老齢基礎年金  

①  対前年度  受給者数   
伸び率  （注1）   対前年度  

②  
百方人   ％   百力人   ％  

平成17年度   2．9  69．4   △0．1   23．9   3．3   

18   2．8   69．3   △0．3   24．8   3．5   
19   2．7   68．7   △0．8   25．6   3＿3   
20   2．6   68．0   △1．1   26．4   3．0   

21   2．5   67．2   △1．1   27．1   2．7   

拝l：老齢基礎年金受給者数は、老齢基礎年金に相当する給付の支給を受ける者を含む。  

注2：被保険者数及び老齢年金受給者数は年度間il三均値である。  

－19－  
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0収支比率（国民年金勘定）  

決算結果（実績）  

収支比率   ①   ②   ③   亘）   ⑤   ⑥   （∋   （参   ⑨  

実質的な支出  
（む一④ 】×1（）0  

（秒＋⑦  
②＋＠－⑤   基礎年金   同庫負担   基礎年金   保険料   運用収入  物価1二昇率  連用利回り   

拠出金  交付金  収入  
億円   億円   偉H   億H   億円   億円   億円   ー滝   ％  

平成1」年度   96．7  34，741   23，819  ▲   33，693   14．565   22，771   18，958   1．897   △0．9   

［時価べ山ス］  ［△371］  ［△0．39］   
15   97．6  35，612   22．293   ：14，853   14，96二i   21，534   19，627  1，523   △0．3  

【時価へ－ス】  ［85．7］  ［4，482］  ［4．7釦   
16  】03．l   36，2／19   20，888   35，437   15，219   20，076   19，35ノl  1，0ノl′l   0．0  

時′√－                        挿価ヘス］  ［95．6］  ［2，654］  ［2．77］   
17  109．0  39，739   19，527   ：！8，976   17，020   18，763   19，480  1，357   △0．3  

［時価へ－ス］  ［87．6］  ［6，451］  ［6，H8］  
18  114．6  42，043   18，149   ・11，002   】7，971   17，108   19，038  1．965  0．3  

［時価ベース］    「109．81  「2．8791  「3．071  

注1・上記L」内は、年金積立金管理運用独立行較法人における市場運用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時価ベースで評価Lたヰ，のであり、喫金べ－－スの収支を示寸座旧  
年金の特別会計の決算とは異なる。  
なお、時価ヘースの評附こは旧年金福祉事業用から承継した資庵（承継姿煮）に係る絹益を含めており、承継資産に係る根益の厚生年金一国民年金への持分は、厚生年金・国民年金の  
積立金の元本平均残高の比率によ町行っている。   

注2＝平成17年健以降の運用収入には、年金積立金管理運剛虫克行較法人納付金を含めている 

平成16年財政再計算結果  

収支比率   庄）   ②   ③   ④   ⑤   （む   ⑦   ⑧   ⑨  

纂礎年ノ金  
①一④ －×100  給付費  国庫負担   

基礎年金  

（尋＋⑦   ②＋虐）－⑤  拠出金  交付金   
運用収入  物価上昇率  運用利lロ川   

収入  
兆円   兆円   兆lI］   兆「   兆「T】   兆「l】   兆円   ％   ％  

平成17年度   106．4  4．1   0．l   4．0   1．7  2．1   0．2   0．5   1．74   

18   105，2   ∠i．5   0．1   4，4   1．9  2．2   0．2   1．2   2．18   

19   104．7   4．7   0，l   4．7   2．0  2．4   0．3   1．5   2．50   

20   104．4   ′1．9   0．1   4．8   2．0  2．5   0．3   1．9   3．00   

21   85．3   5．0   0．l   4．9   2．5  2．5   0＿3   1．0   ：‡．20   

ー20－  

0 積立比率（同民年金勘定）  

決算結果（実績）  

積立比率   ＋   ②   ③   十   ⑤   ⑥   ⑦   ⑧  

基礎年金  ⑥  国庫勃担   農礎年金   前年度末   物価上昇率  運用利回り   
甘－④   拠出金  交付金  積立金  

億円   僚円   億円   億円   億円   億円   ％   ∩／  

平成14年度  4．9  34，74l   23，819   33，693   】4．565   22，771   99，490  △0．9   

［時価ベース］  り．8］  ［97■！48］  【△0．39］  

15  4．8  ニー5，612   22，293   34，85こ∃   14，963   21，534   99，108  △0．3   

［時価ベース］  ［4．6］  ［94698］  【4．78］  

16  4．7  36，2ノ19   20，888   35，437   15，219   20，076   98，612  0．0   

【時価ベース］  ［4．6］  ［97160〕  ［2．77］  

17  4．：ミ  ：う9，7ニi9   19，527   ：う8，97（i   17，020   18，76：う   96，991  Jゝ0．3   

［時価ベース］  L4．3］  ［97151］  r6．88］  

18  3．8  ∫12，043   18，119   41，002   17，971   17，108   91，514  0．3   

［時価べ－ス〕  【40］  ［96【66］  ［3【］  

14＊   ［5．8］  35，000   2ノ1，000   34，000   】5，000   23，000  【117，000］   △0．9  

15＊   ［5，5］  36，000   22，000   ：軋000   15，000   22，000  ［114，000］   △0．3   

16＊   ［5．6」  36，000   21，000   35．000   15，000   20，000  ［117，000］   0．0   

17＊   t5＿2］  40，000   20，000   ：う9，000   17，000   19，000  〔117，000］   △0．3   

】8＊   ［5．0］  42，000   18，000   1し000   18，000   17，000  【120，000］   0．3   

拝l：卜記［］蝕ま、年金積立金管理連用独立行政法人における市場運用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時価ベースで評価Lたヰ，ので          あり、現金  
ベースの収支を示す国民年金の特別会計の決笥とは異なる．  
なお、時価ベースの評価には旧年金福祉事業団から承継した資産（承継資産）に係る絹益を含めており、承継資産に係る損益の厚生年金・国民年金への按分は  
摩隼年金・国民年金の積立金の元本平均残高の比率により行っている。   

往＊：前年度末積立金を財政再計算ベー【スに補整した†，のである．   

、1そ成】6年財政再計算結果  

積＼t比率   ＋   ②   ④   ⑤   ⑥   ⑧  
⑥  基礎年金  

給付費  
〔i〕④   

国庫負担   基礎年金   前年度末  
（3十（課一番  拠出金  交‖金   積立金   

兆l】   兆l■   兆II   兆†1】   兆円   兆円   ％   ％  

平成17年度   4．6  4．1   0．1   4．0   1．7  11．0   0．5   1．74   

18   4．l   4．5   0．1   4．4   l－9  10．8   】．2   2．18   

3．8   4．7   0．l   ノ】，7   2．0  10．6   l▼5   2．50   

2〔）   3．6   4．9   0．1   1．8   2．0  1（1．1   1．9   こう，00   

21   4，2   5．0   l）．1   1月   2，5  川．l   1．0   こう．20  

21【   
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